啓林館　化学（化学305）　観点一覧
(１)　内容の難易度

・豊富な内容が簡潔にわかり易く記載されており，学習意欲が高まる教科書に編集されている。理系大学入試を明確に意識し，「電離平衡」など大学入試とその先も見据えた教科書といえる。
・｢結晶格子｣や｢格子エネルギー｣，｢ジアステレオ異性体｣など，新規ながら入試では頻出の事項を掲載し，詳細な内容を記述している。多くの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致している。

(２)　内容の取扱い

・第1部では，物質の構成を理解するためのベースとなる状態変化，気体の法則及び結晶･液体･溶液を身近な現象と関連付けて扱っている。基本的な法則がどのように成り立っているのかを，道筋を立てて理解できる様に記述されている。また，身近な物質や現象を多く取り上げて具体的に説明し，理解を深める実験も取り入れられている。

・第2部では，化学反応と熱･光エネルギーとの関係や，電気エネルギーと化学エネルギーの変換である電気分解･電池を，主要な具体例を挙げて説明している。化学反応をエネルギーの出入りと関連づけて理解し，反応の速さや化学平衡が物質の濃度や状態，温度，圧力，エネルギー等に関係している事がわかるよう適切に配置されている。
・第3部では，重要な無機物質について記述し，日常生活･工業との関わりにも過不足なく触れている。原子の酸化数について化学反応式と対応させた図や，沈澱や錯イオン等の主要な化合物どうしの関係を図でまとめ，視覚的に理解を助ける配慮がなされている。
・第4部では，有機化合物を理解させるための基本知識である炭化水素の基本構造や異性体，基及び官能基の考え方等を理解させ，脂肪族炭化水素，酸素を含む脂肪族炭化水素，芳香族炭化水素，酸素や窒素を含む芳香族化合物等について，主要な有機化合物を中心に記述し，有機化合物の分離法も説明している。有機化合物の反応や構造，性質の関係が具体性を持って把握できるよう配慮されている。
・第5部では，高分子化合物の特徴や具体的な合成高分子化合物･天然高分子化合物の製造法や性質等を，とりわけ官能基を含む化合物については相互の関係を反応や構造と関連させて学習できるようなっている。高分子化合物の分類と特徴の理解から始め，高分子化合物の合成反応の違いやその構造を通して，高分子化合物の性質が体系的に理解できるよう配慮されている。
・前後見返しや巻末の資料では，本文記述内容の理解や実験･探究活動を行う上で参考となる資料･周期表等を掲載され，学習上の便宜が考慮されている。

(３) 単元の構成・配列及び分量

・各部（章）の冒頭では，「化学基礎」から進んで学習に円滑に取り組めるような工夫が見られる。概念や定義をつかみとり，これらをもとに身近な現象や物質，具体的な事例を理解できるよう配慮されている。

・以下に示すような構成でそれぞれの・配列で，学習の流れが円滑で，分量も必要十分である。

(3)　その他　

・本文の記述は平易でわかりやすく，カラーの写真やイラストが煩瑣にならない程度に適切に配置され，落ち着いて学習効果を高められるよう構成されている。

・巻末に「主な有機化合物の相互関連」の大判折込ポスターがあり，その裏は穴埋め形式で生徒が自学自習しながら完成させ有機化合物の反応と関連を総覧できる。
・文章表記は，できるだけ漢字を使用している。これにより平仮名では曖昧になることもある語句の意味を明確に理解できるとともに，国語科との学習の関連も図られている。また，重要語句は太字で表記され，用語の整理がしやすい。

・参考･発展では，本文の内容について，より深く･より本質的な理解を助けるために，幾つかの項目について，エントロピーの導入をはかるなど科学的事実に忠実に詳細な解説を意欲的に試みている。

・脚注を丹念に配し，科学用語や日常会話レベルの英単語，英語の略語等についてスペル表記をしている。英語科との学習の関連の他，将来，高等教育に進み，研究職や技術職に就く上で必要不可欠な英語力の育成が企図されている。
